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実　習　前 実　習　後 ｔ　値 自由度 有意差平 均 値 標準偏差 平 均 値 標準偏差
返済規範意識 30.08 2.96 30.37 3.58 －0.46　 51 n.s
自己犠牲規範意識 22.62 2.90 22.49 3.88 0.20 52 n.s
交換規範意識 15.15 1.97 15.58 1.83 －1.31　 52 n.s


























実　習　前 実　習　後 ｔ　値 自由度 有意差平 均 値 標準偏差 平 均 値 標準偏差
内的他者意識 27.48 3.76 27.50 4.01 －0.02　 51 n.s
外的他者意識 14.13 3.08 14.15 3.31 －0.03　 52 n.s



























実　習　前 実　習　後 ｔ　値 自由度 有意差平 均 値 標準偏差 平 均 値 標準偏差
能動的実践態度 26.55 3.89 26.87 3.93 －0.48　 52 n.s
自己の創造・開発 25.06 4.49 25.72 4.61 －0.98　 52 n.s
自他共存 20.53 2.89 20.96 2.95 －0.87　 52 n.s
こだわりのなさ・執着心のなさ 16.06 3.17 16.09 3.38 －0.07　 52 n.s
他者尊重 13.47 2.09 14.77 6.83 －1.32　 52 n.s
**：p<0.01　*：p<0.05　n.s.：non-signifi cant
考　察
　重症心身障害児施設での福祉的支援において
は、常に高い専門性が求められる。そして、重症
心身障害児に対する支援としては、高度な福祉的
知識と技術のみならず、医療的ケアの場面に遭遇
することも多々ある。つまりこのようなスペシ
フィックな状況においても活躍することのできる
福祉専門職を養成するためには、確かな価値観と
高い倫理性を獲得ための教育プログラムを準備し
なければならない。そこで福祉専門職の養成課程
では、国際障害者年行動計画（1980年）にある障
害者観として「障害者は、その社会の他の異なっ
たニーズをもつ特別な集団と考えられるべきでは
なく、その通常の人間的なニーズを満たすのに特
別な困難をもつ普通の市民として考えられるべき
なのである」との考えに基づき、福祉学生の福祉
専門職としての価値観と倫理観を形成していかな
ければならないと考える。
　障害者を障害ある１人の人間（人格をもった存
在）として理解する意識として、共感的な障害観
という捉え方がある。この共感的な障害観には、
障害者の行動を特別視しないという意識も含まれ
ている。これは、障害の特性に根ざした理解によっ
て、障害者の行動を意味不明の行動としてではな
く、理解することが可能な行動として受け止める
意識11） でもある。つまり、心身障害児に対する福
祉的支援においても、この共感的な障害観をもと
に自己の価値観と倫理観に照らし合わせつつ、支
援的行動に努めていくことが求められていると考
える。
　今回の研究においての重症心身障害児施設での
実習前後の比較では、すべての項目において有意
差はみられなかった。つまり、今回の体験的実習
では福祉専門職の養成課程において求められてい
る専門的な価値観と倫理観は形成できていなかっ
たといえる。
　小澤（2010）によればちょうど、偏見が長期間
の否定的な情報による学習によって生じたのと同
様に、共感的な障害者観も長期間の学習によって
生じてきている11） と指摘している。それは、短期
間の体験のみでは思考の変容にまでは到達しない
ことが示唆された結果でもある。しかしながら中
長期に関わることのできない体験等の学習機会に
おいては、学習の質を高めるために事前学習と振
り返りが不可欠な要素となる。特に振り返り（リ
フレクション）においては「じっくり考えるため
の時間を確保する」「異なる視点を受け入れる」「自
分の考えを意識的に観察したり、分析したり、ま
とめ直したりする」「信じていることや目標にして
いることを吟味する」「新しい視点や理解の仕方を
獲得する」等の点に注意し、取り組んでいくこと12）
が重要である。またその際に、リフレクションシー
トを活用するなど「効果的な学習プログラム」を
作り出す工夫が必要である。
おわりに
　重症心身障害児における生活を支える福祉と命
を守る医療の連携の重要性を認識し、障害者に対
する自立支援の理念、ＱＯＬの概念、当事者主体
の理念、スティグマへの教育的取組などを体系的
に学ぶためのアクティブラーニングを実践するこ
とが障害者福祉の質的向上を目指す上で有効な教
育方法であると考える。よって、今後の福祉専門
教育においては、 デイヴィド・コルブの提唱した
学習スタイル13） を参考に、これまでの教育内容を
振り返り、従来の講義においても個々の学びのス
タイルに合わせ、体験的な学びの機会を取り入れ
たより効果的な学習プログラムを作り上げていく
ことが重要である。
　また本研究では、重症心身障害児施設での体験
実習における福祉学生の学習効果について検討し
てきたが、今後は福祉専門職の養成における課題
や社会的背景についての影響なども考慮し、研究
を行っていく必要があると考えられる。さらに、
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援助とは何か、人が人を支えることの意味を十分
に捉え、これからの福祉教育に役立てていきたい
と考える。
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